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ミューザ川崎シンフォニーホール

指揮　齊藤 栄一

ブルックナー　交響曲第7番（ノヴァーク版）

ブリテン　シンフォニア・ダ・レクイエム
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　本日はお忙しい中、私ども水星交響楽団（略称：水響）の演奏会にご来

場いただき、誠にありがとうございます。今回は、前半に、20 世紀イギ

リスを代表するブリテン、後半に、19 世紀オーストリアの巨人ブルック

ナーの代表作を取り上げます。

　シンフォニア・ダ・レクイエムは、文字通り、ローマ・カトリックのミ

サからタイトルがとられていますが、ブリテンがこの曲を作曲するに至っ

た経緯は、実ははっきりしていません。しかしながら、作曲年（1940 年）

を鑑みるに、第二次大戦の足音が着実に聞こえ、漠然とした不安感が漂う

状況下、反戦主義者である彼は「レクイエム」を書かざるを得なかったの

ではないでしょうか。

　一方、ブルックナーの交響曲第 7 番ですが、作曲の途中で、彼が尊敬

してやまなかったワーグナーの死に接したことを契機に、第二楽章に「葬

送音楽」が追加されたことは有名です。葬送音楽の主題を厳粛に奏でる

のは、ワーグナー自身が初めて本格的に使用した楽器であるワーグナー・

テューバ。ワーグナーに対する彼の深い思いがよく理解できます。また、

曲全体の開始と終止はホ長調という明るい調性にもかかわらず、第二楽章

の葬送音楽部分だけは嬰ハ短調という葬送に相応しい重苦しい調性が用い

られています（ちなみに、マーラーの交響曲第 5 番冒頭も同じ嬰ハ短調

です）。

　経緯は異なるにせよ、いずれも「悼み」と「深い祈り」を内包している

二曲。いろいろと考えされられる出来事も多い昨今、皆さまはどのように

感じられるでしょうか。

　それではごゆっくりとお楽しみ下さい。

水星交響楽団　運営委員長　植松隆治

ご 挨 拶

©Takashi Fujimoto
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ベンジャミン・ブリテン
シンフォニア・ダ・レクイエム op.20（約 25 分）

−  休憩  （20 分）−

アントン・ブルックナー
交響曲第 7 番 ホ長調　WAB107（ノヴァーク版）（約 70 分）

本日のプログラム

指揮

齊
さいとう

藤 栄
えいいち

一

　京都大学にて音楽学を、 国際基督教大学大学院にて美術史学を研

究。この間、指揮法を尾高忠明、田中一嘉、円光寺雅彦の各氏に師事。

1981 年には京都大学交響楽団と 2 週間に渡り、ドイツ、オーストリアに

て演奏旅行を行い、ザルツブルグ音楽祭などにて指揮。82 年には関西二

期会室内オペラ ･ シリーズ第 9 回公演、ブリテン作曲「ねじの回転」（関

西初演）の副指揮者を務める。

　84 年に水星交響楽団の常任指揮者に就任。水星交響楽団、オルフ祝

祭合唱団との共催で、佐多達枝振り付けのバレエ「カルミナ ･ ブラーナ」

（95 年、東京文化会館）、「ダフニスとクロエ」（99 年、新宿文化センター）

を指揮した。その後、「カルミナ・ブラーナ」のバレエ公演では、神奈川フィ

ル、東京シティ・フィルも指揮している。2005 年には、同曲を含むオル

フの「トリオンフィ」3 部作（4 台のピアノと打楽器）を指揮している。

　明治学院大学文学部芸術学科教授。著書に「往還する視線　14 － 17

世紀ヨーロッパ絵画における視線の現象学」（近代文芸社）、「振っても書

いてもしょせん酔狂」（水響興満新報社）がある。

水星交響楽団は、1984 年に一橋大学管弦楽団の出身者を中心に結成されたアマチュア・オーケストラ

である。都内の主要ホール等で、定期演奏会を年 2 回行い、マーラー、バルトーク、ストラヴィンスキー、 

プロコフィエフ、ホルストなど大編成の曲に積極的に取り組んでいる。楽団の名前の由来は、一橋大

学のシンボルである「マーキュリー」やセロ弾きのゴーシュの「金星音楽団」から来ている等いろいろ

考えられる。

水星交響楽団

©Takashi Fujimoto
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ブリテンという人物
　エドワード・ベンジャ
ミ ン・ ブ リ テ ン（1913 －
1976）は、20 世紀の作曲家
としてイギリスを代表する
人物の一人である（ファー
スト・ネームの「エドワー
ド」は、両親によってさえ
ほとんど使われることがな
かった）。作品は多岐にわ
たるが、とりわけ歌曲およ
びオペラの分野に多大な功
績を遺している。

　 ベ ン ジ ャ ミ
ン・ ブ リ テ ン
は、イングラン
ド東部サフォー
ク州、ウェイブ
ニー川が北海に
注ぐ河口に広が
るローストフト
という漁港の町
に、 歯 科 医 を
営む父ロバート
と、母エディス
の 間 に、4 番 目
の子として生ま
れた。先天的に心臓が弱く、生後間もなく肺炎で死にか
けるなど病弱であった。母エディスは極めてヴァイタリ
ティ溢れるアマチュア音楽家であり、幼少時より才能の
片鱗を見せた息子を音楽家として育てることに多大な情
熱を注いだ。ベンジャミン少年もその期待を重圧に感じ
ながらも音楽家への道をひたすらに進んでいくことにな
るのだが、愛憎相半ばする特別に濃密な共依存的母子関
係は、ブリテンの人格形成（特にその性的指向）に多大
な影響を与えることになる。
　地元でピアノやヴィオラのレッスンを受け、自己流で
作曲も始めていたベンジャミン少年は、1924 年に近隣の
ノリッジ・トリエンナーレ音楽祭でフランク・ブリッジ
のオーケストラ作品「海」を聴いてショックを受け、翌
年ブリッジ本人に会って師事することを認められる。そ
の後の学校教育の場（パブリック・スクールおよび王立
音楽大学）で教師に恵まれなかった彼にとって、ブリッ
ジこそは音楽的にも人格的にも彼に最も大きな影響を与
えた「唯一の」師であった。
　17 歳となった 1930 年、彼はロンドンの王立音楽大学に
進学する。学校には失望を覚えたが、首都ロンドンで頻
繁に開催されるコンサートに足繁く通う中で、ストラヴィ
ンスキーやシェーンベルクを筆頭とする新ウィーン楽派、
ショスタコーヴィチなど同時代の作曲家、更にはグスタ
フ・マーラーの作品に出会い、大きな影響を受けた。そ
んな中、アルバン・ベルクに師事する計画を立てたものの、
周囲からの反対にあったこともあり、実現しなかった。
　そうして音楽大学を卒業し、作曲家として自立してい
こうとした矢先の 1934 年、父ロバートが脳内出血のため
亡くなった。実家からの経済的な支援が望めなくなった
こともあり、拠点をロンドンに置いたブリテンは、映画

音楽（主に BBC 制作のドキュメンタリー）を中心とし
た実用音楽を手掛けるようになる。ここで出会った詩人
W.H. オーデンと、彼を中心とした左翼的知識人グループ
との交流によって、ブリテンの平和主義的な傾向は信念
にまで高められた。その端的な発露がこの時期に書かれ
たオーデンの詩による「狩りをする私たちの祖先」と題
された管弦楽伴奏による歌曲集である。これは動物を扱っ
た歌詞に仮託した「好戦的な人間」への批判を先鋭的な
語法で描いたものであった。
　ロンドンでの生活が軌道に乗り始めた 1937 年 1 月、彼
を人生最大の衝撃が襲う。この頃、彼は姉ベスとともに
暮らしていたが、2 人ともがインフルエンザに感染し相
次いで倒れるという緊急事態が発生、彼らを看病するた
めにやって来た母エディスが同じインフルエンザに感染、
重症化して亡くなってしまったのである。この突然の母
の死は彼の精神生活に大きな影響を与えた。母の死の原
因が間接的に自分にあるという自責の念に囚われる一方
で、母の存在によって抑圧されていた同性愛指向が次第
に表面化していくことになるのである。
　1938 年、夏のプロムナード・コンサート（現在の BBC
プロムス）からの委嘱で書いたピアノ協奏曲を自身の独
奏で初演する。しかし作品が「表面的に過ぎる」として
師ブリッジをはじめとした周囲から酷評され意気消沈、
徐々に戦争の足跡が聞こえ始める中で周囲の状況に失望
を覚え、アメリカ大陸への移住を決心する。翌 1939 年 5
月、カナダに上陸、数か月ごとに住まいを移しながら、ヴァ
イオリン協奏曲（1939）、弦楽伴奏による歌曲集「イリュ
ミナシオン」（1939）などを作曲した。ただし、収入源と
して当てにしていたハリウッドで映画音楽を書くプラン
は移住後すべて立ち消え、更に第二次世界大戦の開戦に
伴ってアメリカ滞在期間を延長したことで、次第に経済
的に追い詰められていく。そんな時にもたらされたのが
高額の委嘱料による委嘱作品に関する情報であった。

皇紀二千六百年記念式典
　ちょうどそのころ、日本では一つの国家的祝祭行事の
ための準備が進行していた。昭和 15 年（西暦 1940 年）を、
記紀神話にある神武天皇即位の年がそこから遡ってちょ
うど 2600 年前に当たる年、として祝う「皇紀二千六百年
記念式典」がそれである。これに関連して同年 12 月に開
催されることとなった管弦楽演奏会のために、欧米各国
の著名作曲家に祝典曲を委嘱することとなった。この際、
ドイツ、イタリア、ハンガリー、フランス、イギリス、
アメリカの 6 か国に打診がなされたが、アメリカは外交
関係の悪化を背景にこれを断ったため、最終的に 5 人の
作曲家から 5 つの作品が寄せられることとなった。
　ただし、この委嘱は具体的な作曲家を指名したもので
はなく、誰に委嘱するかの選定は各国に委ねられた。イ
ギリスの場合、誰を推薦するかについて具体的な方針が
あったわけではなかったらしい。実際、ブリテンは音楽
出版社ブージー＆ホークスのラルフ・ホークスから作品
委嘱に関する情報を得て、自ら名乗りを上げたという。
　この委嘱に応えて提出された曲が、今回演奏する「シン
フォニア・ダ・レクイエム」であるが、しかし何らかの理
由でこの曲は本番の奉祝演奏会での演奏を拒まれてしま
い、結果的に初演はジョン・バルビローリ指揮のニューヨー
ク・フィルハーモニックによって 1941 年 3 月に行われた。
　この曲が拒まれた理由については以下のような様々な
説があってはっきりしない。

ベンジャミン・ブリテン
Benjamin Britten

シンフォニア・ダ・レクイエムへと至る道

ブリテンの肖像

ロースロフトの風景
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１）「レクイエム（＝死者のためのミサ）」というタイトル
が祝賀行事の場にふさわしくないから、というもの。

２）そもそも曲の背景にある「キリスト教」自体が、実
質的に万世一系たる天皇を「神」とする大日本帝国
の国家観と相容れないから、というもの。

３）単純に、スコアの到着が提出期限を過ぎていて、パー
ト譜の作成等の演奏のための準備が間に合わなかっ
た、というもの。

４）更に単純に、演奏が困難だったから、というもの。
　ただし、委嘱料（当時の日本円で 1 万円）は当初の予
定通り支払われ（それ以上の金額が支払われたとの説も
ある）、返金を求められてもいないことを考えると、いず
れにせよ「委嘱者側の都合」によるものであったとは言
えそうである。

作品について
　「死者のためのミサ（レクイエム）」の典礼文から採ら
れたタイトルを持つ 3 つの楽章から成る交響曲である。3
楽章制の交響曲としては、フランクやショーソンのそれ
に代表されるフランス式のもの（古典的な 4 楽章制の交
響曲の緩徐楽章とスケルツォを一つの楽章にまとめたも
の）が一般的であるが、ここで採用されたのは、スケルツォ
をテンポの遅い楽章で挟むスタイルである。ニ短調に始
まりニ長調に終わるという調性設計は、これに先行する
モーツァルトやフォーレらの「レクイエム」の伝統を踏
襲している。
　作品は日本政府からの委嘱に応えたものであるが、献
辞は「両親の思い出に」。両親（特に母）の死をめぐる様々
な思いがその音楽の核心に在るのは間違いない。

　「ラクリモーザ（涙の日）」と題された第 1 楽章はソナ
タ形式風。低音楽器の最強奏から始まる音楽は、「悲嘆」
より「慟哭」と形容する方がふさわしい。第 1 主題はチェ
ロによって奏でられる「三回にわたって徐々に上昇し、
その頂点から緩やかに下降してくるメロディ」（前半部分）
とファゴットに現れる「波の音」を思わせるブリッジ（後
半部分）から成る（ちなみに、これらはともに「順次上
向する三つの音 + 跳躍した一音」という基本動機から組
み立てられている）。なおこの主題は、前半部分が第 2 楽
章の中間部で主要主題として再登場、第 3 楽章の中間部
もこのメロディから導き出されており、全曲における循
環主題として機能している。
　第 2 主題群はアルト・サキソフォンから始まって様々
な木管楽器に現れる「七度上向して再び元の音に戻る三
つの音」の連鎖、更に第 3 主題群として調律の異なる 2
つの「鐘」を模したフルートとトロンボーンによる掛け
合いが導入されるが、それらの背後には第 1 主題後半部
分が常に鳴り続けている。
　展開部は主に第 2 主題群および第 3 主題群に基づいて
次第に高潮していき、その頂点でニ短調とニ長調の響き
が同時に鳴り響くクライマックスを築くが、潮が引くよ
うに次第に静まっていく。

　第 2 楽章「ディアス・イレ（怒りの日）」は闘争・葛藤
などを表現していると考えられるスケルツォ。コーダ付
きの複合三部形式による。開始早々フルートに現れる「長・
短・短・短」のリズムがこの楽章を支配するリズム主題
である。
　主部は、弦楽器のギャロップ風のフレーズに管打楽器
が切り込むように合いの手を入れていく部分、リズム
主題に金管楽器の下降音型やうねるような木管楽器のフ
レーズが絡む部分、トランペットが文字通りの「怒りの
ラッパ」を表現する部分、などで構成され、リズム主題
を全オーケストラが強奏する最初のクライマックスの後、
次第に静まっていく。
　中間部は、第 1 楽章第 1 主題の前半部分に基づくメロ
ディを、サクソフォンを中心とした木管楽器がヘテロフォ
ニックに奏でる部分の間に、弱音器付きの金管楽器で奏
される奇矯なエピソード主題が差し挟まれる。
　主部がテンポを上げてより一層狂暴の度を増して再現
されると、その頂点でリズム主題が再び全オーケストラ
に現れ、そのままユニゾンで世界の崩壊を表現するかの
ような点描的な音楽へと突入する。次第に音の密度が薄
くなって行くと、そのまま第 3 楽章に続く。

　第 3 楽章「レクイエム・エテルナム」は三部形式のフィ
ナーレ。主部はフルート 3 本で奏される慰めに満ちたメ
ロディと、それに呼応するホルン 3 本によるコラールの
繰り返しから成る。このフルートのメロディは、意外に
も第 2 楽章中間部のエピソード主題から導き出されてい
る。
　中間部では、第 1 楽章の第 1 主題から導き出された救
済を希求するかのようなメロディが弦楽器で切々と歌わ
れる。次第に静寂の中に消えていく全曲の幕切れには、
学生のころから深く傾倒していたマーラー（特に「大地
の歌」の終楽章）の影響を聴き取ることもできる。

最後に
　作品成立の背景は上述のとおりであるが、しかしこの
曲には「祝典曲」としては奇妙な点がいくつも存在する。
まず作品自体が「両親の思い出に」捧げられており、「祝
典」とは無縁なブリテンの個人的な感情の産物である点。
また「死者のための」という含意のある「レクイエム」
やそれに関わる詩句を楽曲のタイトルに用いること自体、
そもそも「祝典」と相容れないと思われても仕方ない部
分である。
　こうした齟齬が存在する理由として「委嘱を受けたは
良いものの提出を急かされ、事前に別の目的で書き上げ
ていた作品（＝両親のためのレクイエム）を提出した」
との説明が事後に本人によってなされたとも言う。が、
その真偽は別として、提出に当たってそうした「不適切」
な要素を敢えて「変更しなかった」ことは事実であり、
そこには何らかの意志が働いていると見るべきであろう。
　3 つの楽章により「不安・闘争・和解」のドラマを描
いていると考えられるこの曲は、純粋な音楽の水準とは
別のレヴェルで極めて多層的な解釈を許す構造を持つ。
そもそものテーマであったと考えられるブリテン自身の
両親（特に母親）との関係を描いたミクロなドラマとし
ても、作曲当時の国家間関係（＝戦争と平和）のような
マクロな問題としても。「狩りをする私たちの祖先」や、
後に書かれる「戦争レクイエム」（1962）などを踏まえる
ならば、ここに枢軸国の一角として戦争への道をひた走
る当時の「大日本帝国」に対する、絶対平和主義者ブリ
テンからの批判が込められていたと考えるのは深読みの
し過ぎだろうか。
　この曲からブリテンのどのようなメッセージを受け取
るのか、私たちに遺されたものは存外に重い。

（櫻井 統）

皇紀二千六百年記念奉祝演奏会の様子
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アントン・ブルックナー
Anton Bruckner

ブルックナー曲目解説絵巻
　ブルックナーの交響曲はどれも似通っているとい
う感想をよく小耳に挟みます。確かにその通りだ
と思いますし、事実彼がその交響曲で追求したテー
マ（もしそのようなものが彼の音楽にあるのなら
ば！）は終生同一のものでしょうし、曲の形式も多
岐に渡るものではありません。だからといって生涯
を通して一つのことを追い続けた彼の一連の交響
曲が他の作曲家のそれと比較して劣るかと問われ
れば、いえ、そんなことはないでしょう。
　どの分野でも、一つのことを根気強く続けるのは簡
単なことのようでいて実際はとても難しいものです。
今回、第 7 交響曲の解説にあたって、あえて曲そのも
のの構造的な解説はやめにして、彼の音楽に少なから
ず現れているであろうその性格や生き様、そして第 7
番に至る道すじを辿っていきたいと思います。
そうすることでブルックナーの生涯においていかに

「第 7」が特別なものであったかがおわかりいただけ
るでしょうし、また一聴するだけでは取っつきにく
い彼の音楽に少しでも興味と共感を抱いていただけ
れば、一ブルックナーファン冥利に尽きる次第です。

ブルックナー生き様の巻
一、アントン洟垂れ坊主時代
　1824 年 9 月 4 日、オーストリアのリンツに近いア
ンスフェルデンという村で、後年その名を世界中に
轟かせることになる一人の男の子が産声をあげまし
た。ブルックナー家の長子ヨーゼフ・アントンです。
ここでは、ドイツ童話等での幼い子どもの邦訳の慣
習に則ってアントン坊やと呼ばせてもらいましょう。
　さて、アントン坊やは 4 歳の時からすでにヴァイ
オリンで賛美歌を奏でていたりしまして、彼の才覚
に目ざとく気づいた教師でもあり教会オルガニスト
でもあった父は、坊やが 10 歳になると自分の代理と
してオルガン奏者の席に座らせるようになりました。
アンスフェルデン村の教会には二つのヴァイオリン、
バス楽器、クラリネットとホルンからなるオーケス
トラがありまして、特別な日にはトランペットとティ
ンパニも加わり、アントン坊やの心を大いに喜ばせ
たとともに、後年の作品に見られる金管の豊麗な響
きの礎となったといいます。
　また、「アントン・ブルックナー」が生涯にわたっ
て精神の拠り所となる聖フロリアン修道院に両親に
手を引かれて行くようになったのもこの頃、彼がま
だ坊やであった 10 歳の頃という訳です。
　この聖フロリアンは後年のブルックナーが何度も

休暇を過ごし、沈思黙考引きこもり、彼の音楽の血肉、
いえいえそんな生臭いものでなく、静謐な交響曲の
大伽藍を支える確かな支柱となった場所と言えるで
しょう。
　さてさてペエジの都合というものがございますか
ら、くだくだしく少年期の姿を追うのはここまでに
しておいて、アントン坊やがアントン青年になった
ところまで話をスッ飛ばしちまいましょう。

二、アントン青年期
　聖フロリアン修道院で聖歌隊に入り、オルガン初め
音楽を学んでいたアントン坊やでしたが、1840 年、16
歳になると父１のような教師になるため、リンツ２の教
員養成所に入学し、翌年には「小学校助教員」の免許
状を取得、21 歳のとき聖フロリアンで助教師となりま
した。蛇足ながら、ブルックナーという人はどんな種
類のものでも証明書と免状を大切にしたそうです。
　この助教員時代に、アントン青年は村の踊場でヴァ
イオリンの即興演奏をして乏しい給料の足しにして
おり、彼の後の交響曲のスケルツォに幾らかなりと

１．父は 1836 年に他界。深刻な死の厳しさを知ります。
２．リンツ……上部オーストリアの首都。つまり都会ってこと。ちなみにアンスフェルデンは田舎。

聖フロリアン修道院とオルガン
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も影響を与えていると言われています。
　1851 年、アントン青年 27 歳のとき、彼は聖フロ
リアンの専任オルガン奏者になり、それと同時に今
まで幾つかの小品、ミサ曲、ピアノ曲などを作って
いたのですが、本格的に作曲家として身を起こすこ
とを始めました。
　教員として、オルガン奏者として、作曲家として、
と三重の義務に時間を割かねばならず、アントン＠働
き盛りの日々、教員としての仕事をないがしろにし
ているとの心ない誹謗の声には深く傷つき、それは
彼の良心的な性格と行動と種々の義務を果たす態度
を保証する証明書を聖フロリアンの神父にお願いす
るほどでした。
　そんなアントン＠働き盛り君でしたが、彼のオル
ガン、ことに即興演奏の３腕前は当時右に出る者は
なく、リンツから来たオルガン調律師が、汝フロリ
アンにゐる、これ如何にと問うてリンツに行くよう、
彼を説得しました。
　そんなこんなでアントン＠働き盛り氏は日本で言
うところの上京をしましてね、1855 年、31 歳になっ
て初めて専業の音楽家、それもリンツ大聖堂のオル
ガン奏者になったのです。面倒なので彼の新たな門
出を祝す意味を込めて、今からアントン君を「ブルッ
クナー」と表記します。

三、上・京・物・語～ワーグナー音楽との邂逅、
　　そして交響曲へ
　このリンツ在住時代、ブルックナーは大聖堂と教
区教会でオルガン奏者としての仕事をこなす傍ら、
ピアノを教え、さらには自己鍛錬として数時間のオ
ルガン練習と一日七時間の音楽理論の勉強、と多忙
な日を送りました。彼の音楽理論の師の鉄則はまず
理論第一、次いで自由な創造的な作曲だったのでブ
ルックナーは 1856 ～ 60 年にはほとんど作曲をしま
せんでした。
　1860 年には母を亡くして大きな悲しみの淵に立た
されてしまいますが、刻苦勉励の甲斐もあって、彼
は和声学、対位法、自由な即興演奏の修得者として
認められるようになります。しかし、音楽形式と管
弦楽法という分野がまだ残っておりましたので、チェ
リストのオットー・キッツラーという新たな師を得
て、ベートーヴェンや当時「現代的」だったメンデ
ルスゾーンの音楽に触れ、知見を広げました。する
と次第にブルックナーは管弦楽の虜となってゆき、

「課題曲」とはいえ初めての管弦楽曲を作りました。
ブルックナー 38 歳の時のことです。
　そしてこの年、もう一つの衝撃的な音楽体験がブ

ルックナーの全身に天啓に似た電流を駆け巡らせま
す。リヒャルト・ワーグナー（1813 ～ 83）の「タン
ホイザー」初演とそれに伴うスコア研究です。ブルッ
クナー、開眼！　カッ！
　翌 1863 年には晩年に「学生の習作」として退ける
ことになりますが、初の交響曲ヘ短調を作り、間も
なく齢 40 にして最初の大創作期を迎えます。この時
期に、これまた死の前年に「試作にすぎず。まった
くお話にならない４」と記し、「第 0 番」とすること
になる交響曲二短調５と交響曲第 1 番６ハ短調を生み
ます。
　第 1 番は 1868 年にリンツで初演され、その難易度
から演奏の完成度は高いとは言えませんでしたが、
聴衆のウケとしては大成功だったようです。以後彼
は妹とともにウィーンに移り住みますが、それとほ
ぼ同時にミサ曲を作ることはもうなくなり、交響曲
に宗教的熱情を注ぐようになります。
　10 年前に母を亡くしたブルックナーはまた一つ哀
しみを味わいます。1870 年、妹マリア・アンナの死
です。ブルックナーの数多くの手痛い失恋を慰め、安
寧の「我が家」をつくり、リンツとウィーンでの彼の
生活の面倒をみてくれた妹を喪った彼の気持ちはい
かばかりだったでしょう！
　また妹の死の少し前、ウィーン・フィルの指揮者
に交響曲第 1 番の演奏を断られたこともあってブ
ルックナーは失意の中にあり、第 0 番の改訂を行なっ
ていましたが、転機、ロンドンでのオルガン即興演
奏会の成功でにわかに自信を回復し、1871 年から
76 年にかけて後にレオポルト・ノヴァーク７が呼ぶ
ところの「二つの大きな創作の波」の第一波が始ま
ります。
　この間彼は交響曲の 2、3、4 番を完成させます。
第 1 番で受けた批判、すなわち「奔放と大胆な傾向、
そして没形式」が念頭にあったので、彼はそこから
の脱却を図り、結果第 2 番ハ短調は今日の我々の感
覚でいう、より「ブルックナー的」な作品に仕上が
りました。具体的には、様々な部分の終わりに休止
を挿入して作品の構造と楽節の区切りを明確にしよ
うと試みたことや（そのためこの曲は「休

パ ウ ゼ ン

止交
シ ン フ ォ ニ ー

響曲」
の異名を得ました）、四つの楽章を融合して巨大な一
つの全体を作る主題の統一、現在「ブルックナー・
リズム８」と呼ばれているトランペットが入るときの
リズム音型、長く引き延ばされたコーダ、オルガン
の音栓操作のようなピアニッシモとフォルティッシ
モの突然の対照……などが挙げられます。
　そして 1873 年、歴史的な会見、すなわちブルック
ナーとワーグナーの会見がありました。ここで我らが

３．実はブルックナーはオルガン曲をほとんど作っていません。
４．そこまで言わなくても……。とはいえ番号を与えたことはまだどこかに後ろ髪を引かれる思いがあったのでしょう。
５．豆知識：ブルックナーが最も愛した調性は二短調だそうです。
６．この曲の作曲中にブルックナーはワーグナーの「トリスタンとイゾルデ」の初演に招待されます。この時の指揮者ハンス・フォン・ビューロー

にブルックナーは第 1 番の初めを見せることはできましたが、ワーグナーに見せる勇気はまだありませんでした。
７．本日はこのノヴァークさんが校訂した「ノヴァーク版」を演奏します！
８． 二連音符と三連音符の組み合わせ。
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ブルックナーは交響曲第 2 番と完成前の第 3 番ニ短調
の楽譜を「巨匠」に見せます。このどちらか一つを献
呈させてほしいと頼むと、ワーグナーは第 3 番の方を
取り、彼に大いなる友情を示しました。ブルックナー
は狂喜し、二人の間には次のようなやり取りがあった
といいます。「ニ短調の交響曲、そこではトランペット
が主題を始めます。A・ブルックナー」「そう！　そう！
　よろしく！　リヒャルト・ワーグナー」
　これ以降、ワーグナーはいつも自分をブルックナー
の友人であり支持者であると公言するようになりま
した。そんなエピソードもあってか、この第 3 番は
今では「ワーグナー」と呼ばれています。

四、ウィーン楽壇の派閥抗争
　こうしてブルックナーはワーグナー協会の会員に
なったため、ウィーンの楽壇からは「ワーグナー派」
のレッテルを貼られることになり、生涯を通じて音
楽界から受ける敵対の発端となりました。
　当時、ウィーンの楽壇ではベートーヴェンとウィー
ン古典音楽の正統の後継者としてヨハネス・ブラー
ムス（1833 ～ 97）が君臨しており、そのアンチが「ベー
トーヴェン以後交響曲は書き得ない」と言い放った
ワーグナーと「新ドイツ派」でした。こういった状
況でしたから、ブルックナーがワーグナーと親交を
結んだことは楽壇の両派閥の抗争に巻き込まれるこ
とに等しく、事実ワーグナー派全体がブラームスに
対抗しうる交響曲作家としてブルックナーを立てよ
うと考えていたほどです。ちなみにブラームスとブ
ルックナーは互いの与り知らぬ所で相手の陰口を言
い合っており、1889 年にウィーンのレストランでこ
の 2 人の唯一（?）の会食の折も会話はうわべだけの
もので、意見が一致したのはその時出たある料理が

「旨い！」ということだけだったそうです９。

五、交響曲作家としての挫折と栄光
　さてブルックナーはすこぶるビンボーながら 1874
年に第 4 交響曲「ロマンティック 10」の初稿 11 を書き
上げると、すぐに第 5 番の作曲に取りかかりました。
完成したのは 1875 年、ブルックナー 51 歳の時で、彼
はこの年ウィーン大学で和声と対位法の講義を行な
い、以後その死まで若い学生たちとの交流が生活の
喜びとなりました 12。
　続く 1876 ～ 79 年は改訂期で、第 2、3、4 交響曲
を大きく改訂し、いわゆる「第二稿」が生まれました。
特に「ロマンティック」の第三楽章スケルツォは現
在「狩のスケルツォ」と呼ばれる全く新しいものに
差し替えられました。
　さて 1877 年、ブルックナーの音楽生活の中で大き
な憂き目を見る日がやって来ます。自身の指揮によ
る第 3 番の初演の大失敗です。観客は一人、また一
人と席を立ってゆき、しまいには彼の弟子たちくら
いしか残りませんでした。ブルックナーは「かまわ
ないで下さい。どなたも私には御用がないのですか
ら……」と弟子の誰も慰められないほど落胆しまし
たが、捨てる神あれば拾う神あり、なんと或る男が
彼に近づき、この交響曲の出版を申し出たのです！
　ブルックナーは我が耳を疑いましたが、結果これ
が彼の最初に出版された交響曲となりました。

六、そして第 7交響曲へ
　先程「創作の波」第一波の話を書きましたが、そ
の第二波は 1878 年、彼の唯一 13 の室内楽作品である
弦楽五重奏曲の作曲で始まりました。翌年には交響曲
第 6 番にも取りかかり、第 4 番の改訂で一時中断され
ますが、聖フロリアンでの滞在時に完成させました。
　時にブルックナー 57 歳、やっと運気が回ってきた
といいましょうか、「ロマンティック」の初演は大成
功に終わり、そして 1881 年から 83 年まで他の全ての
ことを退けて、遂に交響曲第 7 番の作曲に専念します。
この間に「パルジファル」の初演を聴くためにブルッ
クナーはバイロイトを訪問し、これが「巨匠」ワーグ
ナーとの最後の会見になりました。この時ワーグナー
は「私はベートーヴェンの域に達している作曲家を一
人だけ知っているが、それはブルックナーだ」と言い、
彼の作品を全て演奏することを約束したと伝えられて
いますが、それは叶わぬ夢となりました。
　バイロイトからウィーンへの帰途、ブルックナーは
聖フロリアンに滞在し、第一楽章アレグロ・モデラー
トと第三楽章スケルツォを書き上げます。第一楽章。
原始霧 14 と呼ばれる弦楽器の弱音のトレモロが辺り
に漂い、チェロとホルンによる第一主題が、茫洋と

９．とはいえ、ブラームスはさほどの敵意を抱いていた訳でなく、例えばブルックナーの第 6 番の初演の際は反ブルックナー陣営が渋い顔をす
る中、他の聴衆に混じって拍手を送ったそうです。

10．第 4 番でロマン派の習慣に従い、正式に表題をつけたブルックナーでしたが、それ以前にも彼は自分の交響曲にあだ名をつけていました。
第 1 番は ”das kecke Beserl”（「生意気な浮浪児）のような意味です）、第 5 番は「幻

ファンタスティック

想的」、第 6 番は「一番あつかましいやつ」。
11．今日、なかなかこの初稿版の演奏には接することはできませんが、初稿にこだわるエリアフ・インバル指揮の演奏などで聴くことができます。
12．なんでも仲良くなった教え子たちと授業後よく夕食を供にしたそうです。いい先生だなぁ！
13．1862 年の習作の弦楽四重奏曲を除けばの話ですが。
14．俗世では「ブルックナー開始」と呼ばれています。

ワーグナーから嗅ぎ煙草をもらうブルックナー
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した霧のさざ波の中から立ち現れ、やがて音の潮流
が千尋の谷に反響するかのようにうねり、寄せては
返っていくその返り際の淋しさは聖フロリアンに吹
く夕映え前の微風のようです。
　第三楽章。打って変わってまさに大宇宙の鳴動とも
形容したくなるようなスケルツォで、その凄絶な全管
弦楽の蠢きは音楽と呼びうる類のものなのか、地の底
を刻みつけるリズムが解き放たれると、天頂から轟然
と降りつけてくる金管楽器の強奏が悪魔的哄笑にすら
聞こえてきます。そして中間部のトリオは寂寥感を湛
えた詩情と教会付近の自然の美しさを素朴に歌います。
　1883 年の 1 月、ワーグナーの死の三週間前、ブルッ
クナーは彼の全アダージョの中で最高の完成度を誇
ると言ってもよい第 7 交響曲のアダージョの作曲を
始めました。実はこの時ブルックナーは友人に宛て
た手紙で、ワーグナーの死を予感していました。

　「ある日、私は帰宅して大変に悲しい気持ちになり
ました。先生が間もなく亡くなられるという思いが
私の頭をよぎったのです。そのときアダージョの嬰
ハ短調の主題が浮かびました」

　この楽章でブルックナーは初めてワーグナー・
テューバ 15 の四重奏を使い、シンバルの一撃で頂点
に達するあの長大な高潮点まで作曲が進んだとき、
ワーグナーの訃報に接します。これがいかにブルッ
クナーに打撃を与えたか！彼はその芸術的昇華とし
てアダージョのコーダ冒頭、テューバとホルンの暗
澹たる気配に縁どられたパッセージ、「巨匠のための
葬送音楽」を生んだのです。
　ブルックナーは今一度バイロイトのワーグナーの
墓に詣で、終楽章を 1883 年の秋に再び聖フロリアン
で完成させます。そしてこの曲がブルックナーに最
大の歓びと最大級の成功、さらに国際的名声までを
もたらすことになるのです。
　ライプチヒ・ゲヴァントハウス管弦楽団の指揮者ア
ルトゥール・二キシュによって行われた 1884 年の初演
は前例のないほどの喝采が送られ、この日はブルック
ナーの生涯において最大の転機となりました。その約
2 か月後に「パルジファル」の初演をしたヘルマン・
レーヴィ 16によって早くも 2 回目の演奏が行われ、こ
れも大成功、さらにはバイエルン国王ルートヴィヒ 2
世がこの曲の献呈を受け入れたことがより評判を高め
ました。ブルックナーはドイツはおろか国際的にも地
位を確立し、ヨーロッパとアメリカの至る所で彼の曲
が演奏されるようになります 17。その後、62 歳の時オー
ストリア皇帝からフランツ・ヨーゼフ勲章を授けられ、

67 歳の時ウィーン大学からも名誉博士号を与えられ、
大器晩成ここに極まれりといったところでしょうか。

七、アダージョに死す
　揺るがぬ国際的地位を獲得したブルックナーでし
たが、1887 年に彼の「芸術の父」レーヴィに第 8 交
響曲 18 を受容できないと宣告された 19 ことから、自
信を完全に喪失し、1891 年まで続く第二の改訂期に
入ります。
　1876 ～ 79 年の第一改訂期と今回との差異は、前者
が完璧主義者としての彼の内的要請が改訂を行わし
めたのに対し、後者は彼の熱心な取り巻きや親密な
連中らの善意からの助言に由来するものです。その
ため、この時期の改訂がどこまでブルックナーの意
図を示すものなのか、判断がつかないのが現状です。
　こういった期間があったため、彼の全精力を注い
だ第 9 交響曲ニ短調 20 は完成の日を見ず、三楽章ま
でで「未完」として遺されました。ですが未完ゆえに、
今までの全交響曲を知っている我われは彼が到達し
たであろう輝ける音の大伽藍を想像し、彼の書き得
なかった音楽世界に信仰を捧げるかのように身を浸
すことができるのではないでしょうか。
　1896 年 10 月 11 日、ブルックナー 72 歳、永眠。
　ウィーンのカール教会での葬儀には結局ブラーム
スは参列しませんでしたが、教会の前まで来て中に
入るよう勧められると「お構いなく、もうすぐ私の
棺が……」と呟いて引返したそうで、実際彼も半年
後に永遠の眠りにつきます。
　ブルックナーの葬儀では、かつて彼の敬愛するワー
グナーのために書かれた葬送音楽、第 7 交響曲のア
ダージョが今度はその作曲者のために奏でられまし
た。遺骸は聖フロリアンに納められたといいます。

コラム～モテないアントン君～
　ある日の水響の練習後の飲み会のことでしたが、「女
の人でブルックナーが好きな人はいない！」という話
題で盛り上がったことがありました。科学的データに
裏付けられた説ではありませんが、言われてみればそ
うかもなぁ、女性の支持率は低いかもなぁという気も
します。なかなか盛り上がりきらずにすぐピアニッシ
モに落ちてしまう曲調からでしょうか、その場に居た
女性陣からは「はっきりしてよ！と思う」といった意
見が出されていたような気がしますが酔っていたので
詳しくは覚えておりません。
　確かにブルックナーの交響曲の特徴として、弦のピ
アニッシモの部分が中断され、金管をフォルティッシ
モで鳴らしてそれに続ける、ということが多々ありま

15．テューバという名前がついていますが、通常ホルン奏者が演奏します。
16．以後ブルックナーは彼のことを「私の芸術の父」と呼ぶようになります。
17．なかでも第 7 番が最も演奏されました。
18．この曲はオーストリア皇帝に献じられました。
19．より正確にいうなら、レーヴィは断ればどれだけブルックナーが傷つくかを知っていたので友人を経由してブルックナーに知らせたそうです。
20．この曲は「愛する神」に献じられました。
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す。オルガンの音響を想起させるつくりになっていま
すが、と同時にブルックナー自身の「しかし、きみ、
私は大切なことを言いたい時には、まず深呼吸をしな
ければならないのですよ！」という素朴な言葉も残っ
ていて、彼の性格に由来するものなのかもしれません。
　そういえば、水響の母体である一橋大学管弦楽団
で私が現役だった時は「ブラームスが好きな女子」、
通称「ブラ女

じ ょ

」なる一派はいましたが、「ブル女」は
ついぞ聞いたことがありません（派閥がある訳では
ありませんが、いやいや、私はブルックナーが好き
よという方も勿論います）。
　ところでブルックナーは恋愛となると熱しやすく

（特にハイティーンの娘に）、何度も恋をして求婚す
るのですが悉くフラれていて、それが彼の友人たち
の間ではお決まりの冗談になっていたほどです。人
物として、一人の友人として彼は好まれたそうです
が、その外見とぎこちない物腰のせいか夫となるに
ふさわしい人物としては見られなかったようです。
彼自身、潔癖な性格でもありまた宗教的信条を固く
守るカトリック教徒だったので、夫婦以外の女性と
の関係はありえないことでもありました。
　アントン失恋遍歴。10 代後半の青春時代、聖フロ
リアンで、寄宿先の校長の娘に恋をしてフラれます。
また青年時代を過ぎた 40 歳の時もある女性に失恋
し、友人に宛てた手紙でロシアかメキシコに移住し
たいと語りました（なぜかブルックナーはいつもメ
キシコに惹かれていたそうです 21）。交響曲第 1 番を
完成させた頃にもヨゼフィーネという 17 歳の娘にひ
どく熱を上げたのですが、年齢の相違から断られて
しまいます。さらに 58 歳の時の「アヴェ・マリア」
は美しい声の娘に心を奪われたために作曲したとも
言われています。
　こう書いていくとなんだかヘンタイみたいに思わ

れるかもしれません
が、彼は単にゲーテ
が言うところの「永遠
に女性的なるもの」に
惹かれただけなのか
もしれませんし、確
かにいつも結婚生活
の愉しさには憧れて
いたようですが、そ
れよりもむしろ全生活
が音楽に捧げられていたというのもまた事実なのです。
彼に結婚を勧めに来た友人にブルックナーが「ねえ、
きみ、私には暇がないのだ。私は私の第 4 交響曲を書
かなければならない！」と言い放ったという話が残っ
ているほどです。確かに彼の恋心は熱しやすかったで
すが同時に冷めやすく、音楽の仕事に影響を与えたよ
うには思われません 22。
　そうは言っても、おぬしやっぱりカノジョが欲し
かったのぢゃろう？と問えばきっと神への愛云々
言った後でやっぱり俗世も捨てがたいむにゃむにゃ
……とかお茶を濁したと想像したくなるほど彼は愛
すべき人物だったのは間違いないでしょう。
　思いやり深く、あらゆる形の宴会を愉しむ心を持
ち、オーストリア・ワインとピルゼン・ビールの愛
好家でもあったブルックナー。宴席で会話が下ネタ
の方面に向かうとやめさせるか、これ見よがしに立
ち去ったブルックナー。このような人物像が伝記か
ら浮かびあがってくるにつれ微笑みを禁じ得なくな
るではありませんか。

付録～ややこしい版と稿の問題～
　今までブルックナーの作品は友人らの校訂を受
けた形で出版されていましたが、1927 年、原典で

21．チャベス交響曲第 4 番「ロマンティック」、ブルックナー交響曲第 4 番「ロマンティック」というプログラムができそうですね！
22．反対の事例としてベルリオーズ御大の「幻想交響曲」を想起してごらんなさい。
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（石附 鈴之介）

演奏会のご案内

水星交響楽団 第54回定期演奏会

2016 年 10 月 2 日（日）
ミューザ川崎シンフォニーホール
13：00 開場　13：30 開演（予定）

全席自由　1,500 円

バッハ（エルガー編曲）
幻想曲とフーガ
ヒンデミット

ウェーバーの主題による交響的変容
エルガー

独創主題による変奏曲「エニグマ」（ベーレンライター原典版）

指揮　齊藤 栄一

水星交響楽団ホームページ　http://suikyo.jp
お問い合わせ　email:info@suikyo.jp

一橋大学管弦楽団　Summer Concert 2016

2016 年 7 月 9 日（土）
すみだトリフォニーホール　大ホール

夜公演

ドヴォルザーク
序曲「謝肉祭」
チャイコフスキー

幻想序曲「ロメオとジュリエット」
ドヴォルザーク

交響曲第 7番ニ短調

指揮　田部井 剛

一橋大学管弦楽団ホームページ　http://jfn.josuikai.net/circles/orchestra/

の「全集版」を出版する目的から国際ブルックナー
協会が設立されました。まずはロベルト・ハース、
次いでレオポルト・ノヴァークが、ブルックナー
の原典版確立のために校訂を行ないました。大半
の場合、両者は事実上同一のものですが、違いと
しては前者が芸術的見地から、後者は文献学的な
態度から印刷者の誤りと見落としを直すことに原
則限っています。
　今回の「第 7 番」では、数多くの音量の強弱表現
とテンポの指示をハースはブルックナー自身の筆跡
によるものではないとの理由で除いていますが、対
してノヴァークはブルックナーがそれらの指示を認
めていることが十分に確実なものであるとして、そ
れらの指示をスコアの中ではカッコつきで復活させ
ています。一番大きな違いは 2 楽章のシンバルの有

無でしょうか。ノヴァークは、二キシュの提案によ
るシンバル打ちをブルックナーが或る手紙の中で、

「これは私たちを大変喜ばせるものです」と書いてい
ることから「有効」と捉えています。

　一方、こういった後世の校訂とは別に生前ブルッ
クナーが行なった度重なる改訂、善意の友人が加え
た変更、微細な補筆……と、それぞれを新しい「稿」
だとするならトンでもない量になりますが、H・シェ
ンツェラーの『ブルックナー　生涯 / 作品 / 伝説』
を参考に（というか以下の文はほぼ引用）、それらを
幾つかの組に分類して、一つの交響曲の幾つかの形
のうちで以前の形と決定的に相違するものだけを新
しい「稿」とみなし、以下の表を作成しました。今
後のブルックナー鑑賞の一助になればこれ幸い！



運営委員長
　植松 隆治

コンサートミストレス
　中里 咲子

弦インスペクター
　川俣 英男
　刈田 淳司

木管インスペクター
　横地 篤志

金管インスペクター
　佐藤 幸宏

打楽器インスペクター
　山本 勲

総務
　伊東 陽子

ステージ・マネージャー
　櫻井 統

会計
　金子 恭江
　黒川 夏実

楽譜
　伊集院 正宗
　野口 秀樹
　宮川 雅裕

運搬
　刈田 淳司

会場
　横地 篤志

広報・受付
　岡本 真哉
　小澤 未来
　鈴木 海里
　鈴木 牧
　土屋 和隆
　東海林 拓人
　野村 国康

レセプション
　川原 ひかり
　首藤 ひかり

インシュペクター
　椿 康太郎
　永井 翠

チラシデザイン
　川原 ひかり

水星交響楽団運営委員会

今回お世話になったトレーナーの皆様

秋枝 美咲
太田 文二
長田 玲子

◎川俣 英男
木村 納
蔵満 里奈子
土屋 哲夫
藤岡 洋平
水上 久美
米嶋 龍昌

ヴィオラ

今村 文子
北岡 正英
小林 玄季
小牧 愛

◎首藤 ひかり
鈴木 皇太郎
橘 温子
中山 憲一
中山 佐知子
能岡 雅人

チェロ

石附 鈴之介
大西 功

◎刈田 淳司
小久保 沙耶
長屋 裕大
野村 美里
増渕 悠太
山六 真由

コントラバス

大山 司
西村 かよ子
本田 洋二

◎村上 芳明

フルート

石井 英久
◎齋藤 暁彦

野口 秀樹

オーボエ

賀内 洋介
西村 伸吾

◎藤原 誠明
横地 篤志

クラリネット

◎冨井 一夫
山田 幸彌
依田 啓介

ファゴット

藤原 誠明
アルト・サキソフォーン

伊集院 正宗
岡本 真哉
倉矢 忠和
桑折 恭平

◎島 啓
深村 美佳
山形 尚世
山崎 智哉
山城 晴香

ホルン

◎岩瀬 世彦
金子 恭江
河田 真紀

トランペット

小林 威之
櫻井 統

◎佐藤 幸宏
福澤 親

トロンボーン

伊集院 正宗
島 啓

テナー・テューバ

岡本 真哉
桑折 恭平

バス・テューバ

植松 隆治
コントラバス・テューバ

岸 敦子
鈴木 海里
芹澤美津穂
高橋 淳

◎椿 康太郎
丸山 智大

パーカッション

東森 真紀子
矢澤 みさ子

ハープ

山形 リサ
ピアノ

芥川 俊輔
大西 彩加
岡村 昂洸
川原 ひかり
黒川 夏実
小林 美佳
佐藤 直人
佐藤 裕子
鈴木 尚志
土屋 和隆

◎徳地 伸保
豊田 由起
永井 翠
原藤 結香
前田 啓

セカンドヴァイオリン

石川 貴隆
伊東 陽子
梅津 詩帆
織井 奈津乃
亀井 亮子
滝澤 蘭

◎中里 咲子
西沢 洋
林 有紀
堀田 淳子
宮川 妙子
宮川 雅裕
村越 麻里
森 勇人

ファーストヴァイオリン

齊藤 栄一
常任指揮者

中里 咲子
コンサートミストレス

◎＝パートリーダー

水星交響楽団

大浦 智弘　 長田 雅人　 木村 康人　 佐藤 雄一　 髙山 健児　 内藤 佳有　 西江 辰郎　 林 憲秀　 古野 淳　 三橋 敦　 山田 裕治　 柳澤 崇史


